



















  表現形式の丁寧度については、林 (1982, 60-72頁 ) で、命令・依頼・禁止を表す表
現形式の丁寧度について日本語と中国語を比較しているが、「～てください」と “請 ”
を中心とした言語形式のみについての考察であり、使用場面については触れていない。
浜田 (1995, 69-75頁 )、Haugh＆ Hinze (2003, 1581-1561頁 )は、Brown&Levinson (1987)
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ものに橋本 (1992, 107-159頁 )、謝オン (2001, 77-101頁 )などがある。張・王 (1997)
では、大学講師、医師など高学歴の中国語話者 100名に談話完成テストによる調査を
行い、中国人の「依頼」行為にも日本語と同様に＜会話の初めに相手の注意を引く部




唯一、木村 (1987b, 58-66頁 )で、日本語と中国語において依頼表現が使用される場面
の相違について言及している。
Ⅲ．日本語と中国語における「依頼」の表現形式
   日本語の依頼表現について、益岡・田窪 (1993, 121-122頁 )では、直接相手に動作



























































































































可以 Ｖ ̃　（＝～てもいいですか？） 24％ 
可以不可以 V （̃＝～てもいい？） 10％ 
～てください 8％ 
～ていただけませんか？ 8％ 
V （̃Ｖ命令形） 6％ 

















































































③では 56%）。中国語では、一人称を主語とする “我要 N” ( =Nがほしい )　が最も多
く使用される（項目①で 26%、項目③で 32%）。したがって、I章で挙げた学習者の
タクシーの運転手に対する誤用 “武蔵境へ行きます ”は、中国語からの語用論的言語
転移の可能性が高いということが確認された。また、“我（想）要 N” ( =Nがほしい
/～たい )　ほど回数は多くないが、“请 V  ”  (=Vてください )   も使用されることがわ



























可以 Ｖ ̃　（＝～てもいいですか？） 24％ 
可以不可以 V （̃＝～てもいい？） 10％ 
～てください 8％ 
～ていただけませんか？ 8％ 
V （̃Ｖ命令形） 6％ 





















































































は ” 请 V ” (=Vてください )が 34%と最も多く、“可以～吗 ”（＝～てもいいですか）
が 24%と続いた。項目④の水をこぼし、ウェイターに拭いてもらう場面では、項目





ですか）”や “能不能请 ～（～ていただいてもいいですか）”のように、“请 ”を本
動詞とする使用が目立った。先行研究で挙げられていたような “请 ”を敬辞として使













 日本語  中国語　　　　　　　　
 N N
 N お願いします。 我（想）要 N/V” ( =Nがほしい /～たい )　 







V 可以 V吗 可以请 V~吗







要 N” ( =Nがほしい )　のように、一人称を主語とする文構造が多く使用されており、
丁寧度が高くなると、「～ていただきたいのですが、（よろしいでしょうか？）」、「N
をお願いしたいのですが、（よろしいでしょうか？）」や “可以～吗 ”（＝ Vてもいい
ですか）“能不能～吗（＝～ことができますか）”のように主語が非人称になる点が挙














日本語  ｛二人称｝ ｛一人称｝ ｛非人称｝
　V ～てください ～てもらえ（る・ますか）？ ～たいのですがよろしいでしょうか
　（丁寧度）　低　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　高
中国語
　　V 请 ~  可以 V吗 可以请 V~吗
 （＝～てください） （＝ Vてもいいですか）（＝ Vていただいてもいいですか）















































ここで、中国語の「指示・注文」の場面において、“请 V ” (=Vてください )が使用されている
のにもかかわらず、日本語学習者の中に、なぜこの場面において「～てください」が使用されな
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1（ 想讓他右轉 , 對司機怎 説 ?)
「 」
406
2 （ 發現自己忘了帶錢包 , 想請司機載 回家 , 對司機怎 説 ?)
「 」
在亞都大飯店法國餐廳
3（ 想點一份套餐 , 對服務生怎 説 ?）
「 」
4（假設 不小心 ,把水打翻了 , 想請服務生來擦桌子 , 怎 説 ?）
「 」
在學校
5（假設 昨天没來上課 ,所以想請好朋友借 筆記本 , 對他怎 説 ?)
「 」




Politeness Degree of Requests in Japanese and Chinese
<Summary>
Ryuko Taniguchi
In the usage of sentence structures commonly categorized as “request-
making”, a certain pattern in error-making is recognizable among learners of 
Japanese with Chinese speaking background. They are more prone to make 
errors in occasions such as ordering food or telling destination to a taxi driver 
than in situations such as borrowing a pen. In the former type of situation, the 
learners often use expressions such as “Musashisakai e ikimasu” or “Hanbaagaa 
o tabemasu”. A possible interpretation for this phenomenon is that these errors 
are caused in the process of pragmatic language transfer. 
In this paper, I have divided the request-making in two further sub-
categories: “order” in which speaker is entitled to be served and listener 
needs to accommodate the speaker’s will: “request” in which listener has a 
choice for accommodating or declining the speaker’s will. I shall discuss the 
difference between Chinese and Japanese speaking groups, found in language 
representations, and the sentence structures employment (especially in the case 
where the subject is a person) in various situations on the basis of research of 
discourse completion test, which were conducted on 50 native speakers of both 
Japanese and Chinese.
The results of this research are as follows:
・ Language representations differ between the situations of “order” and 
“request” in both Japanese and Chinese. “Onegaishimasu” is used in 
Japanese in the “order “situation. On the other hand, “wo (xiang) yao N/V” 
(=I will~) is used in Chinese in similar situation: the use of first person as 
subject in Chinese sentence structure is notable.
・ In the situation of requests, interrogative sentences are used in both 
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Japanese and Chinese. “~te morae(ru/masu ka)?”,” “~te itadakemasen ka”
etc. are used in Japanese while “ keyi ~ma?”(= Can ~?) is used in Chinese.
・ In the situation that people are obliged to use polite expressions, Japanese 
people tend to say “~tai nodesu ga”, “yoroshii desho ka?” etc. while 
Chinese people tend to say “keyi qing V ma?”(=Can ~?) or “neng bu neng 
~ma?”(=Can ~?). That is to say, Impersonal is used as subject in more polite 
situation in both Japanese and Chinese.
